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あ鉱と教育第21号喜憲菜壬

日　　　　　次

l、．巧み∴∴李丞牒抽付言星1畑か融舶「i′ンク　ー◆と1－こ中正2．°午食は．散骨7巧一

伊巻ふておこ空珪鈍再来′：重吉紆l三澤Iぺ♂二・．●と

仕i十㌢です∴畑巨tりこ♯宣こすとfユ！こち、れ・アイこち

喜武軽夫エリ！1．1を付き　◆・ケ一一°　炊　い対症．号！11と♂二・つきあいだ

中書雄悠ご′「二鯉J呼恥◆・‾＿：・いて
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ご‖1招’iJj　　　　　　　　　　　　　　　　自・鞍　と　歎　丁子　　　　　　　　　　　　　　　　　　帆二川

臼然環域教育センター一にとって平成23年は激動の年

ーr軋告持！∵甘1日目IH里中軋境粗でセンタ→；二

ご・－〕て2つめ大，さとt’・一一束やかも・－）．′・1・‾JIi；こ．仝

ユ艶や大の七㌧ダーの粗で日産土光強練への鶉予で

あるし．二才1∴二；こ、それぞれのセンタ→かわ偉功∴活

気で．さるこう∴ご．・十色鳶を持・－〕丁．・ろし　そ≠：∴二k

して，2・＝車け家主tである，・．お．⊥i∴雪とl●L二．トキ峰、12

㌧；互‘1’£鳥東湖∴大．さと．主1丑　‥′・らし．′・

ここで、蔀．′・；ニスタL→トし．′・rlh叫境艶でセンタ

→弟織虻守、‘丈ilニ・∫．j壮itJ・21：112′1丁コ．巨上十この程

Iiiぺ北をあけ●しこ上・聖上

：．教育ま檻疇楕

杏止れ帝大ノ告二IIr碇2°；年；ら2t；1－二枚骨廿宅上

弦強情かばれきタ1．．′・し．そタて∴こ．肢；二活気して．・て－セ

ンサ→予爺脱され．′・センタ→を紆持し、それらセン

タ→fi；杜の＝廿ソつ腹仁子：・迎雄一崩密毒．そ．こ予、二上l－．

ム亨の放イチ　廿針‾、一郎サボ→トf本則を強化ぐるJ・J・

t．∴　地洩貢献；二嚢事’る二子を日的つ＿．T．亘し　た一

姑ご；ニ1上目しわそす．そ1了．Jjセンターの鮭l‘性に項．

芋≠1．．l一け射場放ヤ七一シターJjr真如．●叶えは句′lTJ・′

i川：王施‘ろこご；できる．，tij．強情を棉諌’る

十㌧ダー；ニ1’」．了のJ・i川である、．そ，．でか．Jセンタ

→；二・‾∴・て；こ．ム・！．三Pを奄華号守一．′・．・

ゾケ守りさ呈放イチ帝L究セ・ンダ→

，艶で工だ純利梵再発センタ→

：；，持浣発．簸　て化膿薇放彗再発センタ→

L　巧拙＿P　粗イ軒先七一シ　ター

コ．埋設敦彗再発セン　ター

ト：仕年利境粗でセンター

l一け　封境艶イセン　タ→

強情へのたし抽∴今ト寸丁．よれて‘け叫境艶でセ

ンタ一・月は埠∴　センタ㌧∵十才ふ：の租税；二つ．・て的

t≠；二も汀「き1才丁．イ・！つ∴

l‘付利境敦でセン　ターの日的

センター；二、1．け叫境艶で；同．ろ丑辞的軒先を

鳥は存己

千．・’．・、l一け叫境艶で圧担う、吋√薇攻；二°ぷ与事’ろJ・

ごt．∴　地鶉∴お、ざるノ　岨●上徒等√敦で杓ニー．く；二

にし：．′・l一け射境艶でJ痛赴；二貢献．ろこご・を日的J・

事1，し．この日鮎二組●！∴一三初から‾l王痩；こと（∴　その日

的Jy・〆ト卒去で習匝巨・喪六㌢＿き：吾味を・fLさ．1い－の

一升亀等を：．テ：腋「L

：ll‘け封境放イ叫tJ等ごカニ；二111㌢ろ討究J・実技

2：ll小判境粗イ∴Illぐる教材の軒先十位l梵

：；：rlh叫境粗イ∴同書’㌫骨相甘持尊者の薇丸

い　rlh封境放イ∴周章’ろ組成与の㌢理近来

Ul‘付利境軌イ∴同’る公判膚座等の実施

か　そ♂厄．センタ→J・して一∠首とサ亀の実施

センタ→碇机抗う亀

十．・〇一Jl璃：・Hl

センタ→；二；こ叫！．で；射†軌lHこ1乙．′が．鍛錬

でi　あ乙か・・’A2：；与．蝮から副センター圧が軋irH

ll．．′・。．集束の丸棒粗目に雛乾し．巧ド：粗目で半日艶

llt．爪・ここごかて．さるこう；二七・一）．′・し　ま！・，協力再

発11；二・㌧唯じき1了．．蔀．′・；二村究滞日をでしさ．・ナれ

肴√脇士をぺめるこご・ご七・一㍉㌦．協．だ廿先日から訂

L程重損′∴、の隼与れサ韓処蜜豆腹り中である〕tjj．

この隼と」・ゝ二束．・′・l∵汀才リ一…！性l二校ら寸て、．（・．・▲こしi・′・

正一17のセンタ→の活気∴路線的と方々を壌土Jポて

．イ・．′；．・．′・か、廿究証日の嚢隋に＝軽現場艶で∴芥

】Lを持つこご1．」．れ；二巧判とこJ・；こ憂ぺLt．・J・．・う

菅電・；こ．liトちな．．・

湖：日の混血

セン　タ→；こその目的を

J貧丸する．′・め∴、敦写絡

査証自予地鶉刺激調：「‾jか

血かタ1．こ．二十ごな・－〕∴

そ1て∴こ甘「粗目で観たイ

ろ丸棒放日で七日臣廿日も

同様；二．・す1．かJj調：「’J；二

所潮目一石こご∴なるし，

′ヽ
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れご用　　　　　　　　　　　　　　　　　l’l　ケ・i三　三　枚　芹　　　　　　　　　　　　　　　J：：●：ご年目三

I：．奥三野貢習癖の⊥抄崩れ

＆．H告IIl二号ノ上∴‘●・付言Ll？ぢ11や柿rl：）Jを．」最r

る上里lノ亘時で、q．Hl：；つに判rl；二∴埠・通j銀縁、

匪上狛二．－Ir」牡二、1日㍉来生l二　木海ノ・－、抜目てい・・1

㌧　この朝、時速l⊥作れ中なんの巧達1m…lJ－いう

lli薫畦であ一・1．▲’・．ト八、kl珊：．1二浩一－1て多！●し祈り壬を埼

ら十．1▲・＿　辞も二、台凡打且か引抽圧凍．・●・乙も伊．IL・島

てはし帥」でI．とTlll川：．の陸水kかl帥・：二lI11rrlに漣

i’乙は㌣七山姫㌢両を埠ら十．・そ子川く一二⊥√．「れ敗

11：県当局‖lT全土1．・，tliI年月－、fl．性l「ト圭1㌧「存、

二jr二社債正量’二なさ・てしきな上船崩れ、ごと坊売場－：伴

う訂、末、迫力含蒸㌢・‘か長さ、推古音．・力†、りJuT1

才：を越え．1●・＿

典吉野．1：平体J・そJ川悠三池譲も五大㌢呟1l＿：を呟・－〕

ト．仁平区へ行く．．・れl二ハスを埠√．－ろ勘は幸平勘ハ

スヴ．Pか．i・湖て★Iた考主力′ト明者1：7，、多・これ・

京．ktか醗：粛－ぐちさ・、・lうI、宣二．トを鼓・1′・二1二；ユ、？川二・t

赤杏の楕ヽ漬：災害餌：

壷＿ふ‾・■＿王∴JF

＿＿一一▲ゝJ

心音の檎：漬　課胃郎：

圭l二てい＿＿奈⊥1一．昔年わ困惑1鴫Uで囁lコ：〕rrl、亙。き121

rrル十脚色かあIl、は現；二：；午丁十．しかか一一♪て、ィ．

このようl二五使いからIiP月‘三°l二かいてill手柄狛澱

ゾニl縫′上か軋権現．されろ亀頭でもあ・1．・∵．五軋れ止去

練l二I骨間‘：．r・互性Il、野コ三月‘：’l二魂rL！・．上砂か月

を触上れるいれ・；エ＿上松ダムかいくつか蝿つて∵一．三

一・、▲■・モノ；・う！▲ゾ；・一・二・か心存れ上砂ダノ、て、二1二再拝

ゾ．：・いナ‥・かかか中信接待：年二、に総論ポI恥Iから11［り

rrl；二かりて中綿工l市棚椚皆恒硯は与二且．し

ていろ。厚相し．1－上松l．し　決魂11°＿；エコl’廿：●I11扁て守‾

イC：「；kTT∴リ∴：を埠r亘・し・こ　古．・′；りダJlのあ若さ一tは

ダムJO．彗？芸11？・：・rrlを蛙え．∴才＝★m∴まで滞木頭

か工か・1てい．▲●・

そ〆．絶、りjほI「；二発生－し．†・鉦軋1鍔　達渡か

漣、帝I乳でコ∵！∴l．ヱ＿王府守・良を泌軋賂1∴婆圭左入、

tji．較；，二上陸二！・　こけ台，峰、いい二・気」＿か頃lllうlP■十

いうナ、廿台風丁、ltlき†町服を嫁らてi耗11、虹伊斗・島

志古乃楕ト漬　●：災害後：：

み杏の櫓tJt　●．梁欝様：

1

－　ヽ　－



J：●：二年i．U l’l？・i；三　枚　作　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ：∴ぢ

l二l．∴対hrlrrノバ．木はJ・なり、：二妙ダムの決壊か且

佃．H．▲←・．二か二、11上根i‾ムニュ・なく、寸1から．木

か拗れろl二年・1．●・∴上声から．1望ト　では㌢1．普

喰亀頭i二者J二．！rl、立ち人√．－野上：・（璃十七一・1．・●・

．上松ダムJ二・㌢．1．7三五十．丁．．圭l二才l七省一二⊥√．－

．水抜き「，Iか車は1．！・＿　二のIl！∴　奥吉野r二1評中鵡一嘘

概に；細もゾ友とがJlか1°．か満ちlそ．こJ・l．1あ・－ブ！・が、

はJ・よさノ呟－．1ニかなか一・1．！・．二か二、水運織受止雨着

．宣梅から．木を言いてい．！・．！・れ、．来二か1使え㌢く七一一〕

ている＿　㍗打の在庫菅笠廿とも崩れ、7二l芋ノ・－、ダニ・食も

満ら・イ虹か確t．よでき・r、．氷を引し：あてエユない．

’li隼、耽気も上皇1て二王・1．！・か、一・日ゝ聖も二1．り末

l二i仕鰻二てい乙

河通墾来繁．11－－ll：いれ・；乙．木与星「j待用い‾十

左㍉化「，lい　れ▲■・た、l如しJ・二五声も匁l「二、．宣亀三

てtl蔓iてヰ1・くこ・かできる⊥　∴七・一コ．（一　㌧か．＿＿、

去：I廟迫1．と歌・つ！・上砂れ∴を⊥ィ。二∴二シーーさ．†・か了1、

号JL十山上．七へ乙上1、分在いf．し酢を起る二十一二七一一〕

l●．

：．りγ●Hl二’‾事間辟JH一の工1．ffトやか友I．；、

その際l二蝦旨上．！・軒と工一それ∴打出も甘言・．：亡へ．ても

らう十如何l二今上ゾ工．U．1かし　か1．●・かが濱軽い．・●・

一一：り乙もヅ工・‥ど．う

．生地に当一くまでに、紬迫でGooだ：rな了で軋空㌧：

ヂtかニ1の一対tLと、lTJ一tr・う：ユJノk丁、・1．〔一　㌧か．＿＿、

章句事二フ三乙魂接地l二は、！・！こ．わや㍉・一ト乙∵かなか

一一、ト　心持牛・はと．1二、伊藤ふ言jH号．．が舶鋸’1ダニ・

．1：平体の巧イ・を軒ィ、二．て：これてい乙が、u豊かな．女

声は止乙も下滝七着l二・変転∴＿ていこ

そヅ；・掻、本字㍉　変劣五線も　惰熊村でト野中元

、

赤青の檎上兼⊥書風黒

赤岩のこねダム

8m」，宣ふ二幸空確

畑藻現場の最下欝

島中丁j森匪汗笠祐シ比良区汗．隻－ll株所r小心思上1、

日叫持i，半、綴林湖：良ト幣絹i戊等上慈鎮をi「rユて与！・

さこ1に、：コ．り；二；Hは日昌．名高等敦ff．待人？．法人

上程こ集、七九鴎L轟、両月詔直火から；辛が．互亀叫寮

l二二いしト

？．打Ll二㌢有畑机．：●＿か，l仁淵l二IIiト∵ノ、副木声l一

恥二㌢トの渡れはあエもれ・省、はは圭．∵＿∴■・ニューか

ら、「1こもメ＿等は賢．1．号政．イ＿上的坤甘．され！・．か

二、°．1：平体′・一、1左　薫は緒．さ．去．さ7し・●・が、1加‘1ダニ・恵三

丁で、，1平体r・大塔寮l二ill‾叶箕瑛首∴外れ立ち入

り㌣上il伊辟されてい千い

千一ら大√野上か申・粋．さrL・◆・1き上で、ダム勘木骨は

・l初から：l二汀Ilリ∴」P払下二．，二．1：かlらIiti－・．込む．丸

山銅‖臣二拙．来．㌢nてい．！・＿　二か二、魂溝拙南からは

．上松か小槌穐・r・二虻キ十！れ境目てい揚

言如1、ダムl二年‡今．きn若水を月日阜二親．木∴　廟

ー1－



れJlリ　　　　　　　　　　　　　　　　　l’l？・i；三　枚　音　　　　　　　　　　　　　　　J：：●：ご年目三

鳩宗「つを家：遥二さ1iて．l‾－！りり汀亘証ィ．それにH、

拙．女声「，ILl狛海亀ヅ月・JlJ〃＿．J∴　山由．勘家．J∵一

連の「－Ilか・ヱ・笠になる1そ1．．らか終わるゾこい雄二

∴∴かかヱ・わではないノー：・ちうか＿

．か二、それ1－－llけ上松ダム木tlではなく、新．・■・

な．＝万を発生．きてテないイ・れダ；イ了　であー・1て、．宣1Lダ

ムJ・七一・1てい右上われ先覚は手つかでのまま一二㌢乙

か七㌧九と、・1コ招二柚二も「ilI．’日で；エ！・、視穐怠

轟香川＿ニ濱から川惚樋川合渡部モ

閻二＿j華室－‾一・一一‾
二輪ダム直下の柳本為

上松宣二．トか起き、そJ；・1きl二でき．！・▼上砂ダノ、か今も蝿

－・1てい右上；十　二宮ままふ作れダムが蝿つて∵＿．ま

うノ．：・．・‘：・′）うか．

いすrtl二やよ、二1ら：二は奥吉野．1整体の聖油1

止か巨り耳目豆売いノーニ・ちう∴：1望外は　生産　r

野外二1：や　なさノ両立組r公職湖接・：親子キ1rン1

なさノ木写．のせl二も、石鎚女守だ芋の圭宰r項骨、較封

r；．・一丁なさノl二い1．用．されていろ＿　、芋一二十一十て債

重な封蕨てあるJ・十も一二、も骨斗・・払二ナイか一二蝿一一1

－◆・フ・テ中予・ィ・二十から、判＼尭イルニ亜jrl井藤．・◆二

一・、ト．圭！・、，1：平体ヅ；・蛙在確で未着梢．来確l二は　等

二．恥工かあり、毎圭多・この‥ノ七一か去れてい！・

∴∴ジ；・ようl二．1二整体幻．乳状を串千二．・●・か、そこで

叫ま乳r・加十畑I川㍉二項1て全力で取√．一書flふ∵・い十

考えていこ・主’】黙々！－．も刷＿む7二袈一二㌢ふれては1い

－■㍉㌧うカ、．

鯨恥二七√．一三二．J・か、二釣台凰l二⊥年お亡く1十一

l二七一1．ト．方々鉦二柾福をjiや√．－iて言・十もl：、†」・方

寸、生れ上々か叫工．でも∵‖臣恒項目・l二j呈・．・・：√．一一：な

そ．二J一を正一1てい壬i‾＿

－’1－



ご：：●：年汗　　　　　　　　　　　　　　　l’l　ケ・i三　三　枚　作　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ：∴ぢ

奈良教育大学奥吉野実習林のこと

伊修ふくおl：センタ・一軒射机「jむ机二健￥血京：

昭和5C年峡の川鰻樋JII

紅か披′て・Ml上だれこ二．圭．†・の－1、197璃二代？‘；

緩宙ヅ；・鼠！：・1．▲●・上iこ溜∵てい乙＿lチi釣√Jl二位工．．・●・

ゾ∴▲－：か、本流：呼野1日　から冊Hil一日ノ・、ノ㌧っ！・ギ・

ゾニ・〕読㌣二まで右・1．㌧外耳正かてないが、蒜い汀か

環てその宣洋上はぶ晒ら二か一一．・＿　りi釣りの先軒い

ナ工、，中頭一日；ユぬたぎl二．来ろ一∴．r‘了l二軟さi－しろ

－■二・・二．′・了　そ〆．：●事；ユlら二ノ二二・一〕らイ・　－思って　イ・が、

それかニjll‾性絶悠土t亘採乳I一て‥（・仁、二日り子を；；一汁し、

夕．だから・訂大声軋れ！・れヅ；・ラノLJ；・サ熊を車if㌦．・ニー

十！．．一　身恥二三十ナ：－rJ／い、］二か．宣し●・＿　よく止る

十七∴．J・そrtil．r‘フ＿　地概の皮．疇l二帖をつりて血受

なれろあ7し▲－：∴衡問か√．Iでもリtい粒が1呟き1二かエゴ‡

ゾニ・ようi二見jj工．ゴ∴．1二、無二日割で；吐それ宗を細

一・1．▲■・J・二・ち、間宮底l二は弘の手釣与らではつかみき

れない∵了か太一・1てい．！・　二五が〕虹社告：、月町

fil誹へメ、ろな「ノアl二l省．されろ　▲●こ・1．・●・ジ十・一；．能元

l二七一一て・イ月r∴旧いi間で‘了を声▼．．・乙か、そ

rtはJ・′Ull：l二操子：．王く七・一J！・が、！三！シ仁子ヒ∴十了、

キンノに’．r‘一丁、・ンン．r‘7、r‘七・ンシ．r‘7㌢ユノ姉娘な

．れ紆産れる宣・元∴互l二嗜LJ軟か青井．て　る

喪；二四時守一あっ．′・碇ゾ「rL；二、1祈甘年功へニモン

カラJLン二・三日l子はれてい乙シ二・三イヨ・二′ダニIJコ†lI：．か

石山か二もいろヅ；・丁目は・グ；・珊紬がメ、一・1．・●・・、二とン

セラ．1二・二・三拙批恒凍上読i柵は、クrニ！！ノトt・r

キジニ・ノ二珊てフけ告も・縮二七ナノ．．て生えろ＿　二郎矯紬を

JLl二、．亘り雨宮ノ；Jiリ昌地帯を採∴●・穀果、二項4

1碑　銘・1ら8号編言上・に．上々予言！，亀がりトか一二

七一・1上　そジバ：、．1日目i間わいl二も牛仁二ていろ二

十か分か・－）†・：：1二でトから，t．1；I的川を甘－〔：●I11；ユJノ1二

流′、・ir：：十、約手上砂上山をこてあて一㌢・．吐和〕渡は

Jノ♂工たがあて，ここ，l二タロ・ンノt L‘キか1－．えて、・そ．

二二か生息地の　一・二・てある

間町†ん11を剋∴する十∴・‖▲k亀．・イ＿て達沖．I廿合流i一

之，．1帥圭J　に信圭地予から¢∴－ト．正で自然林重・

在庫かかなりゾ；拉粒で戊声．さ　し・■・∴伐採方法は行杜

から圧現まで華彗∴、中世軋り1針腋甘、車用なけ

山行l二う・r在・こ輔壬71蹟iれさ7い■・＿　組だ操から、そ

ゾ．：虻亘・il七三キリムンrク∵サケムシ丁重フL∴∴

打いとJ・なり、七T Lムンか宮鉱▼上を允へ．′うくi‾ま

でりリり高二．軋り一敗だttI：．堆い．！・＿　二プ；・戊声は心着用

∴イ待ちジ工再拝てい・ナ‥イし・＿　戊ギ中は、ふ存区点

を高畑二・て隻声も　て、し・＿　二ちらも、絶左か

りて一．筋からlt拉　て骨彼さ　した－リ　それ十rirして、

鎮パ．控も二弘一・1てい．●・＿　軒果は・轟、ri．IlれII∴主か卜砂で

座れ工てさl豆現行〃よう七月l二七一・1て二三一一1！・　よ、

堵■：－か月末l二シーLを敷きそ弟・上を．氷が五mエよう

l二i．乙までil、壷平体／∴ふけふ作用は代読．来十㌢√．一

山†三か錦らない現√．り＝由二はあらトTtなく㌢・1．・◆・

クイイテIlこ群れる方フ一人シ

大塔無

塩か正打∴大塔寮∴お宮虻し，†∵告11門別㍉「れ転

一トニー・1！・上し憧　∴‾いろ　大堵榔1．宣r量．去る研修ヰは

なて、硫手で　エーflヰ、．宣1．ゾ‥、ノ・L’；，・－∴か上

しゝ・つlノ津鍋信∵ト・〕て●．・！・．一　シ・．′リー几一上に日、

大きな博し子二かあり血をど；二八乙グ；・l二1き帆が十∴．でもな

くかか一・1十＿　玉川．食ノさ：l二㌢一・1ていエロ分は中や丁重

一・、・′・その埠、Iテ作目‘f：lじ皆空．1－．がえら・rH叩－；年l二

五h現場両尭センダーか変止．1榊　年l二I．上りは吋

か土産＿　章．1鴎．抽怖熊．さ　し！・峰言：地は・1r’ノー

小二．【：】畦lユ叶う山村封鎖軒二lりら寸．．曳’さ：l二七・一〕！・

j．いカーべ．・l・Lヅ寝1．里は男女l二分かrL・●・・、・・」’；，・－

ムl二l潔強．！IL●・、堵寮を畦上l二す．乙十、勺豆イ・症

ll

．■■lヽ．■■
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．だれへも定ヰ凍れ上り∴ト㍉二七・1！・ふけ．Ilけいダニ・

艶もl二ilTンケリーL．’らゾ；l達ができ、．水牛冗J r

Lンポジ；・軌朝か、迫真力かい且ゾ；・艶もl二ilクヌガか

球技され㌍寸、区・‾Fはら楓境　恰1．●・＿　几そ、鶉瑞

軒桁二欠かやない鶉境か宜一日二が1．・■・J一言こ＿　それか

ら絶有権l二il、Jノ二からr一・1て七！・プ；・か、草はらl：

il、キー∴rlメJ再を六一二・㍉仁．亀子Jlrン1で九、

タ・▼り下を桂・－J！・キl．1ギー；＿串か’．・；エ華1．．か・－㍉∵．が、

ケかえ．り込まれるようl二七一十でからは、軋軋れ′・、ノ・

タ上・モー．†オカノTjに」でな　ノて尋に」で軟が嗜む・少々

I上．し弓、施l二七1て二．壬・1．ぐ．′、∵タ工一いえは、．Il

駐杭．小二は希少互J；・七°ノラハノ・タが咄ノ．．ていろ＿　弘

か掛値二間†音til月を二怠れ．ト1リ宣rでは七°ノラハ！

タは嗜んでいなか－・1．ト十考えられる＿　二の千十！タ省・

！「仁，鶉境11小1ir∵手で亮上られ乙くらいダ；・∵仁子iか

二・十乙生こ。い1可l音である．j；そらく月町軋IIr心音

，I「二高宮て在庫鵠轟l二⊥乙上砂J．二王L二⊥√．－、「正鵠

l二中！It．ト鎮パ．与怨か．ll∴工l二卜わを滞〆；l、上い－りlCか朴

．宣二一、二の都万∵ラハ∵タか大・1！・ダニ・では十とう

．●＿箋’．1
ノ

㌢■さ－

ヽ虚メイ tl＿l■■「

斉霧に清tTi入Cカリラパンタ

実習林の埴生と自然林

昆二‡り・箕オー・1ていろ弘から且．・：1平和1、．三はJノ

魅力姫な鶉填てはない＿　上し‡亘且ユダ；・止、区毎宮分

J・酌正丑年てい1nu多く子持は！を親が　‾ムニュ・は

洋二－し㌧1：平体か心重刷l二lh∴＿．弓Hl膿ダニト対円ダニ・

親容か蛙寸食∴い＿　旬のkい発二日割を熱一一て硯ィ、ダニ・

花を細・1！・リ、！・！・い．！・rJi‾ユニ・七三キこ．1∴シれ－′コ

枇丁、イヨ・ンゾ；・1コ世か残●′．t甘i‾＿　中でも、テ「1シーハ

ト七三キリユ・呼unていエ七三キ＼1∴シは三ズキr

十’ノ了タ」でJニ・化で較寛子できろ骨連！㍉　預で硯をィ．†こ′ニl

こ，・二′ラガン二・二・三r・ス三サケシか手打lニュー・1ては．q

－′川！i‾からこちらも套二い・▲．；「々l二束乙1●テ・∫：上

腋が酎仕り、紅旗で分からない．－1二il、ヤテ・∫・・、ノ、

・か止られ工　ヤ辛ガの飯l二二日食い町井があれは倶

火で浮を採・i‾∴　■＊いう！11m一一丁：！：：：は’J豆LIJr

電l二位亘の未乙塩少か観ができろ＿　二隻が上りnuそ

ゾ．：・幼二l咤食へl二．き．▲．・カノノ．てナントンを．止られ乙か

いけtない＿　こけ．テン　・二′ふシダニ幼二‡亘し　いから

正ぐl二分かる！㍉ちう

そヅ雄二は高さうrnはJノもある抄！．律出斗パー1二を軋

むが、Il淵′・寸・二√．I込れ11Jノうl二か也えられる　　つ

省パ．与控を培える♪、，1：平体からオー：7t　「1てくエi言l二

伸合十．来ゾル．：rtか根でかなけひてはう．り謡辛労∴

ヒキカエ；一ゾ㍉．トト仕出叶で、軒は二．・●・八つ■‡tいづタ

，，ニ・1・トン鞠作目を親ができろ＿　二八．寺川訂l二で、い

－・1十い何を糾l二二てい乙の．↓一二・ちうかいつもィ、‥と，膿lニ

ーと．，う．尋タ1，，ニ・1・クニ・か小一！シカ工；ノl二七一一1て1二極

i－～．臥二Il．と、・gイヤ・，，カヤシが．丸運を停職－・さて．・ろ

ヤ，，七1号il千サンヒヰ　‾丁∴ノダイ・サコ二，・rjタ・，，

ニ・1・ケンか付酔紅い畑－；

iエ；エ持直、こ鉦：1三賞抹J症こを上・1ウニ予があて．

外kコ　うぐ：：：豆　ノて滴構色に叶・∴てルー∵クリ1肇を

採i．ヅ；・か目敏で、叱れl二満ち．てい右転ぐらいサバ・、．さ

ゾニ・工鉱轍のEn蝮を採二七から叱れHかり　て　ト〕

てい1．1・＿　ふご気一つく予111、さな豆軒の所恒二来て、イ一

号ジ；・滝ジ；・∴ゾ；・粧t、か坤l二声れて㌣二からか」で1・」で1・

ヱ・．・！・かi’・丁．・．モノ∴・！・ノ∴たらい・て言・t．ノ∴・且ヅ．．・dl7－．

か潮目、ジニ・亘を持す1てネヰ馬．けてい．・●・そう、寝j、

古を攻囁二てい！・省．・■＿　鎚愚をて　乙．●中二ないよ

う高．・、を・∴▲■：－1！・ノ；・ilJうまて1言い㍉＿　早々一二弱敵

∵十六．▲■；・1！・か、al二重′上二てい着／’ノタハ’了か秒

l二甘払二鴨・1．▲●・

－リア・・、？・IはH、心中：沃メ欄．二ある林迫グ二・

日淵l二il／’ノダハ．Tか餌弓∴．てい右耳・▲．；「が何軒所か

あそ．f旺軌ま∴．・11nuT．りtI：Lか良い

真冬i二／’ノダハ’了を．む二手」・一一1！・＿　花はなく、1七．さ

？．二．・：TH上ノ山絶・瑚l二と・・ごて、・乙，，．lL→べてそれ・

埠子吋をkこ・J・軽い来て・：て言え。重さ；，二さi－して．・石、

糸か築かれていない埠‘・恥お1二日ていろダニ・て、小

さな鮫を矧は∴－●・れ■；ろう．J∴．1二、そダ亘るぐエ

襲・きヅ；・J吏l’・柵をう廿はノ熱・て1・・：・1．・●・丁．りl：㌢√．一

号lの純子職かニ1ピンク色で†左二七コ．∴汀l：ユさノ直恰認圭

ゾ．：・幼二恒頼ITyト、それ幼二両1自分か潮目∵パー・鮫・

鞘l二休をナJ二部七一・1．！・．二ダニ・1き上で、，叫“！京一二且

や．▲■・J・二・ちLリ′・、1‾J・呼unてい∴蛾であ五二二一か

－e

－l’－
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f二il∴‥ト＿　か、拝茸か．せく細れ状町で叱∴．て∵ノ三

ト．▲■イ汗＿綴な埠圭は分か－・1ていない＿　二か二、かI，ヤ

てある二J・l二il世濾いないJJf、心根競再現机上

級二LIJ・研生者は，いてさていろ＿　も：＿新種一二tH

u、如巌か444II前二’ノて’．・′∵P二うか込・－さて．・一

．1二平和1．はノ也力拒む鶉填てはない十、日ガ　二

中二∴け！・か、軌ができエー7－＿1がノn　ト下を」一

「7－＿：い二七・1ていこ！1仁で、’7－＿1ダ梢hけり∴l・・

軌寛子できこ．キ1・ノピーL：・／了′でもあ7日ユ金主呈上

i．之．＿　モ・八．な希望を山野乳牛l二中二l二げ．！・二十かチ

エか、咋匝’一年；・tノンー；一睡1－宣打㌫工・もl二し・－・主

．宣l二は七一一1ていない．二か二、親J‘・キ1rン1て4－上

目テ11Jり！ン仁一！い・して骨も誓論針出rnトイ　ノキ

トこ守率上嗅∴、′・・、プ；医王「－ストでも打榊椚おっ沃

昆二日川て・昌∴　壬r綴，11十二・ちfil、センイて

1イてあこ．．二七を止る電余か増え．●・蛇元では、1貫

匪当てもキラキラ光年ながら環ふセンイ’71‾ィを凡

そ・＿　∴再11、Lイノキ仁如わいl二タヌキダニ・∬艦耳か

あー・1！・＿　そ二l二は、センイ∵サイrすすセンィ．てヤ‾

ィ、七、㌧，；，・コ∵ン・、，．∵サ「シ㌣権を食予．ろ艦二日ら－′コ

I用艶阜　敲容で上′・．．卜†ノふ匡齢ノー、・JJ、捻在

7－：1こIrrll二ある生鯉ボノン　ー「坪・量・‘で仕ノしていろ十、

7’ノリJ・カラス．r‘ケ一・、か．競れる二十が未ろ＿　撮れ二

七一・1．ト告分て医王l二ノi、√．一込ノ．．！；ゾ；イ；・′）十．いう七三

ーナノキlこ宝り，触り｛j‡

鄭集に象去るt！ンテ「ガネ

イノヅ；・隼を査来て誹憫潮目は声√－、未・1十㍉うI”ニー：環

－′ナ去・一十でし∴まう　・・匝・・’かJl貯在えら●：11n：ヱ了を　上

之・J・終れ上かLイノキ上水へ某・ノi、√月∴二㌢乙．正差

告へヅイ石か㌢11mH、l二√．－ilこれで一率ナ・√．－．・－；＿　＿

二からか、’．1：宰体腔；工・㍉上る廿日、が；，・－Ll二一二．・●・

：．さ．工．軌ができろ＿　壬・㌻、ノブ了を・がil養えていt

エ　フ千よりも轄在れtIiい二・二・ちl二生えろ上汁・rt

ていそ．か∴1二平体で；エ丁姉m辺リニアナノ・†ア丁千

か加工していて、い・JIllJJ「．r　ノキl∴鮎で㍑イヌフ

・トか多くみられ、1指．来咤lULl∴五二は了・動体かあ

そ，＿1・わ二日千一轍は、ヒノシ1・ラである＿　∵∴㌧工一

∴十オンン・色ヅ；脱皮か何二一も十憂い＿　許いい：は

軟を’liT右上・ヒヤリ・ユー二て気熱ら良い　Lイノキ

ト海の中は㌣l二は、大きなLイノキが未乙・，・－L

かニー群．弟：：了1．日Iをト‾て∴・それトイ　ノふ、二．†・十ノ

√ノ最上　顛杏il、酌れl二㌢一・1てい若．し1、かr一一、㌧

左n乙入り日をノl、若十そ1月：il、吊●ともあろうか十

t．年二之。大きな宮．里l二七一・1てい乙＿ク・，，が也冬一二手．用

i1．1二は、工．ざる蕪二か．ろ　二項拙い：は、ハ

ノタヅ；・ノコIt！：か軋二月で嗜ノ．．Iでいて∴　カ・，，L∵十，，ト打，丁

タうヤ、，、．▼．′．，′・‥ヤシ・▼，を確ばて　て．・乙か、

ノ宜l二　枚埠いそう．▲●：・，，ダラ七・，，L’・ン・，，ダニ・ノ＿1は細

を上げろ・1：「15し汀．は‘；二もなこ．ニ　昔の圧までは

・少し几上㍉・畦十11し畑に株七．てい．†・、．乾のもんで－上、

やイ「∵オに」二日l子ノ．．てい．ト

Lイノキl二郎か、左l二カーフ　▼乙予言ゲイか甘二

えてて乙＿　少二王二七一・1．！イil二小さな滝が求み

二男．木をi．・「・1て放し十、今壬てリ川つ丁年直幸．三か

一組l二二∴‾譲二なり、身体か軽く㌢っ．・●・気か　‾・乙ダニ・

．二手エ！：11でil字・．きそう．4－；

ーあー
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一十∵カニrj jγ‘ノサ・・、ラナンショ・ン1■「省・幼生

を採†！・り音．このがこれ水城〆．〕楽しみJ　ノてある

jH‥lliをはj日1√ノ七から、言JJliを〆言工勘かぷ二路

．二七一十てい乙l

一吐．▲■吊！二一・ィ・か、言ゾ；・上l二歳√‖I工＿．●・硯ィ、グニー籠

rLト事か二、ナンアイヨ・二′か二一三・1てい．・●・二十かあ一一1

－●・＿　許い夏を仁避二丁、諒二い地所で松見iてこニー

il、イヨ▼八川甘栗恩賞珊：てiH‾1らnTいろ＿　これ1㌔

も、圭．さl二見費蛙中J；・松見二・㌧て虹jr二㌢．；こ払二なつ

l°一

この．木槌から、壬．！・根rかな1二√．－1二㌢乙、もう　一

塩言を辻√ノ窮’鉄塔を武ぎ、i妻組を工乙十そこか一指

．水球の二角上J・なる＿†エil、？性巨1．・●・が且晒ら二

かさかないゾ汗、上と二‡り；・気勺が与か・1．●・ダニ・丁、∴樵

は．木槌嗅．・、て止んでl「l上iてこニーl二二てい・乙

自然林の下層埴生の変化

「卜守かられ■・√．－からJ良や、球′上体山林∴主は、弘

か山′；丁．1二宰恥二jt．ト二・ち上ことへ・右上　しき十七化

：．てい乙．圭で、▼：tイタチユ・とうヅ有■かけ上土r’い

r・軽率二繁貢∴＿てい．！・＿：生む二王省け．脇からトl．圭を来

れ之．1二は、その十十l二分りノし十て涌当寺場所を諜さ

なててはならない唯貢か多か－1！∴＿、それて　酬い

轍4、か！持亀をi－㌃施貢も多か－1．・■・　一路そ距錠化か

抑才一なノ；・il、Lイノキ主加である＿　路か一二、主部の

針目舶用完．j∴‥▲●・地盤でil与・いJ；・が弘でも分か産

：らい1－‾：・埠である＿　か、1台いl二は三万エリt．い．，′

ゾ．：・出．溝なさノかありそJ；・サ・梅を唯一一　丁いろ地・▲．；「もあ

一・、ト＿　二か二、年仁はrOから三方コ二リー・ダ二・月†満

il封・二七年「私大1十ノい11ナ；．！・もれか日立∵ぺつり・

；UU九二、二・七l二上る食11二であ乙＿　二1二平体も有1星’さ

＃化．てお■・打▲■こ　二郎印LJil、鮭伊半島勘正一二丈

正一＿．て、・l乙＿　′十・か．．な．1㌧H、・；ま隻．J上トか、

ニItJ一，；－1．「トトこては守一い＿　直、シカを発一十で食

へヱ・二J一：らい＿．カ、二と．い一二・かない

深層崩壊を考える

？口11午9八日目！そ1．．11転二・一j．ト　十五ゾ淫雨魂

量勘二よ√「上れダームかでき、1才収〔∵・ら．ま、・王寺呟二．t＿：か

中之言・、子ンヒr・新甘な　ノか紬二●・宮上亀常にか

紙上．！・・、存l轟胤宣梅を見て　－組成√．い二・い．・■・束ダニ・

言か、窮．臥鷹j主√．－からu状l二廟7t上砂が7二〃れ一区

通j三√ノ圭でも理れ宣てこてい．・′・

何蚊、白無体か如し・ヅ；・か’リ、l▼トなら定11ろ宮

分もあるか、自然1机＿幻トか、こんなl二1、駐韓一二刺

状・「乙七八．て＿　ガ子叫：はその疑■！；：が芸者はか√．Iで　一
′

LJl二、考えを主上′JHU小二はLJかナ：・ない勘！こ

11ダイカ‥ラ十ン二　三・ン▼．．Jl！・〔ノ117　ノダ‾ラ

カ．、，ドゥ、タ．－　卜はり　それ二　言／ヌマナーで血rJ耳

l二七一一1．▲．・，1、さなしィ．ノヰil．†

†古代は何て未・1．J・プ；・か、二mから現l【：が曳入∴．1：

宰恥二メ、rt乙1さかさ．！・ト牡井魂橘．1耳を止．・■・いこ一連

：二と∴1ていヱ∴　空からの㌧鉦を．吐着現√．－、ま、堵守㌫一

号ジ硬j蔓i頼・，lけようノー：から間l＝軋Ilのいれ曇か載

止・Htll・†」・・1てふ．▲●・い

祝cmr着．ニi貞貞べT、サンシlウウオ輝㌦

－　｝　－
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ご：：●：年汗　　　　　　　　　　　　　　　l’l　ケ・i三　三　枚　作　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ：∴ぢ

見虫を好きになって欲しい理由とj・丘虫とのつきあい方

’喜武膵夫　曜日P用虫帆kの余吉良：

昆虫機い

二元部、昆」か扮いな．1、で主と二‡亘・蝿か乙．1、か増えて

いて．L　・蛇ゾ二人〃∴十一1て．＝サー十は巴かlシ鯨J・か、

七㌧い化、さえで㌃小鳥な㌣l二ノ　左lされ、昆二書は十ノ

キlらかJ・いえ11、非軌牛姫でィ、駿Ikな、余り母圭∵

てな’．・らゾ言・1．・う！ノーシを熊．！・お乙二二・・か多い

圭一∴．・蚊でホタル、薪をkt「＿∴てつ‘＿　ノ　ソノり、

蚊を食へて「nこしンポなさノ、1恒了目敏をチタ！・rtろ

昆二日もいてノか、廿里八、メ、－1てくろ！；日でも級ナ：・7tエ

特か重乙．二か二、豊かな恒星・昆」∴十は、切って

も轄√畦やない　J；である　自性楓境があ　りま、：と

こI！：・のつきケ．・；エ′、りウこグ．；もゾ．：丁、歳三！．かげ．．・丁で

il．斉圭ないJニ・である＿　郎余l二j；いてさえ、少二で守

五h射場を誉1°二日，圭書Jl．Pfふ弟・このか

’lHヽで、ji：上；；．，与りト駆り一才パト∴＝ニー上、・か

ない

昆誉扱いに、末曝円での鎚の照度で教

えも梱り也でも・乙こさ一が多Ll．接カ．鴎し：」1、

台矩欄目上∴一一巧か・－，ていくわて、雷．屯．＿．

tl11°．Hならない．子甘．！・仁．が小！、川手

から1圭書1、二卑しむ環余をノ‘∴わ、そlの魅力

をさ卜　てもら、▲、壬．†・、ji二王；つ－ゾニ・′二・さ合

い方を教えてゆて上・tを螺している，・．搬

l二りしても、薫㌣杓にu糠埋ても、予r

も！・らゾ∴J・めに笠WJ．仁一り努力仁．てらら・

うこう躯さか；†之，二・かF．、サてはな、か

J一聖上∴五㌢軒酢．－ウノ・、、∴　主とニー亘軽さ

l二七・一コで予混待i．石．†・rJ、∴　次す∴こうな

理由を鋸JT曳；工．て紋二い

「昆虫　好きにな丁　はしい埋義l：’昆

虫の丘要性：－

1－　j定．一台強軟投LL：色事上でぎJ抽　互

1i∵毎呵∵J・能ら多く∴　電球トノ持二耳

ゾ．：・若：∴「予、如軒と彗訂．凪萌叫酌拍車L

も溝u少の蝶Jh・ノ二l二丁もカかい完

？：jiニ錘はあご11・こて↓鶉蝿∴呼／lJで、・▲ろ、

それそれゾ現場ごさ・l二強軟かこ食・－ナていそ・、

昆恒；・使軟紋か多いは㌣、再lか豊か●つ一いえろ

；．一　上と二的11日離日汀から宣nT、予ても＿㌧い於吏を

舐っていろllTぺ一シ毎I輿　「iキ了－；lユ‡十日腺だ

自ダニイ宣史から、Lンポil‡■J？伯左自叫べしふむか

ら牛十二・一1日てい乙．1、九軒であ乙．1、恥1．・■・かノーこか

て一一．；帖うた二両かこ1－お嬢碑てあそ．二かb桟こ1；1、

弼え1ユ・と我か軽減するような亀，球上ダニ・亘々シ楓境ダニ・

・史化跡ト丁も、果敢l二生きたいてきていろ＿・代々il

っ人でふへ．毛．▲●；二日十一’ノ．‘．－

・・l：－」！l二けせいノノーニ・かあ√．－、職人．・●；√ノ、軋二！・

り、擬かあ・1．▲●・り、．1、－二山　か√亘与えろ二一二㌢いか

ら．▲－：か、そゾ∴LうtJH♪少なく、上紙J；・二両1五七で

あて．・

表・－1昆虫の柵輪島
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欒嬰寧　　■凛事や
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16　ノU7りそトキq　　　執着ロ

＿＿l工上達ア阜ざ員ご●＿着後寧＿＿

19　7▼ケアムンロ　　＿教皇廿＿←＿

tり　バンう±q　　　　　℡象白

m　／フ＿三8日＿＿＿11I＿＿＿

～t　′サ三サす■　　　　鴫題0

こ．．＿　曳■■ン1－－‥＿－ざ饗鱒＿　＿＿

p　7三ノ万γ（丁ウP　　細長旧

＿＿こ！＿＿●王リノユリ号二＆＿＿●き劇＿＿＿
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＿＿錘＿＿t朝　　　日　輸嶋d

ご′／17日目＿＿＿」帽け＿＿＿

こせ　ノ三〇　　　　　　　嶋廿日

」や＿ギブjコ■＿　＿＿＿卿＿　＿＿

30　手工ノレバネq　　　象鼻題

Vll：I

TT
e．・L

丁目＿＿らせ塑＿＿＿＿＿＿＿＿

こ．ケ：吋　　　ご7▲

シ331　　　34

kや吋　＿＿！luL＿＿

＿争享，lJDD ll．▲JT

hl：目し坊．りし＿＿＿－＿＿＿

470　　　　4

用8＿L：！叫＿＿＿J興

りひ．pPO　～．H．†
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370．DOC　〕．7日
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83　　　1・）コ

．“．H iJ

J忙l　　　　　こけ

7m　　　　～pM

）．抑0　　　・竣Il

I興∴‥＋∴興
JtI　　　＿！11

封沌　　　lOtj

∴・」工具＿＿ヱJ19位

3．＿～Dq　　も．叩U
飢〕　　　l口

，．け伊：・　JJ．Il哩
11　　　　ごC

11ハチ鋼　　　　　轟嶋4　　　　　1呈旦』叫　も2ヱ亡　　　llJ肌　　り・川甘；

倉h HH　　　　　　　　れ合78．ゝ■似岸：1つJ4期鴨　■錆1†後～U．配り嶋
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嶋埠上の象曇¢・後嶋鴨は・環色．れ8腋蔦葛

輸象か鼻輪な上虻一象支t入れ仕－・ht弼教合力葛に心O

t車上の隻嶋食傷t「NH＝■と－・ト嶋★－・■1㍍Hh直■HrHI11ヽ：l

t坤上み齢輸雪線tIごり乃嶋と一仁義合・教生リt¢鵬り4†日ヽ1

’n書▲腰中韓■飢l’与含獣に上る′．白書わ義士は島．－ごり．耽lニ葛と々Jていも：1章雄丁4．川汀爛確ノー
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れJlリ　　　　　　　　　　　　　　　　　l’l　ケ・i三　三　枚　音　　　　　　　　　　　　　　　J：：●：ご年汗

1・kゾニ・ようl∴l二かあるこいもいろ

亡を：止う中一や、・．。′シ！了、．T∴L．ブヤカ、ノミ、

シフ二、Lてこ←ラ三

和ij！一・・、イ軟グ；・ノー1、十二㍉ケノ、タ1‾ノ・・，ト・’

tム二・、　人・．’ケ1、七ンィ、カ、ノラ1、ホ∵

クに五七上作軋甘一

貯蔵UIり1歳か．皮．疇l二′二・「「かふれろ’●　一．r

j・′’工r‘I．†サケ′、イカクシ、’1，ノ＝ン三　ヨ▼ン、・′イノ1

ン三ヨ十、万三キリt rキ等I

l職人・二・工わー．r‘リグ；・守1∴！‘カヤ・、，．r‘・．†軟、すう

ィ．J．七！．I動とノ：ニ　読1㌧．外√地鴇－んセナの　潤、

ダニヅ；一宮、，，ム二・、ヤ．，，カサシなJノ

これら∴外ゾ月であnu、半々幸重・上一二勘やて軌

如－＿．！・i．、－トで丑を・二かJてふよ　　ふれも、41、

昆二日J一ジ二・・二・きあいl二は．1、，Iけニューである

1，－　昆jH1よく∴lJ！J一益Jh二分11らrt若．1、1”ニー：子ユ

l二十二・か上↓■・ないかて、良い♪上せいせ一二・分りらn

之．か、ら黙れ斗一整斉跡I：丁は、それそ．nが役．利を熱

－・1ていて、さノ省jHL大小で、なくては1らないだれ．

丁来て．・

り：－　∵」Fアリ丁も、1‾丁も、ナHで汀昆虫の1梗観

て未√ノ、ヒLJ・いう強軟十ト工∵丁、生きろ鴨手．を熱

血の・t他年
．・Llll n　　†11　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　4

－・1ていこ．＿　それも、．トノーニ′しき乙．↓一二日で11いニ・いう省・

てiltて、そJ月り1二言生　者喩．行き一・1てい乙

丁：一　二‡り檜い工＝’】隼l二7・∴＿て与●耳心lニラ乙二二・一二つな

か之．ナノtか・史ナ：・ろ二十l二王　‾壬．廿ノく七五

吊ナノイノ　′・・、、．1、も白無名・一日であ√．一白サーかなり

rtll．1、は生きてい11ない二ナ、！；から白熱を1、母一二

二．七日ItuならないつノJていこうニ・と．えは、親か

」舞いTuh乙　．、上’津叫声招－　を′∴ざ・i‾－：は、

華で」－を母jl二七ムニュ・かた，IL

小さな　4ノい良李心か漣：こ、醜く小さな′「き概

である昆」かt再である．二か二、枚の幸二の二か

トlニュー・1てil、汀鮭親が余れ1きl二二‡亘二ナ：・か√．－、手

て・二・かむ二J・も甘1㌢い⊥　怠‘・が止られ乙⊥うl二

1て．・

I：．昆虫とのつきあいみ

l：一　束跡ト二二日か大十できても、．●・・●・ト二・ふニー．．．・√一

丁チ・r、そ一一日・叶ノ・－、並か∵てTJ＿　自ノもが二‡亘′1か

まえてき十ら、．き．’・ない十か圭子隼がせいニ・カ、いっ

て、・i．圭軒㌣てきなさい十はいトない　一璃一二辛目

を頭へ．▲．・√ノ、鮎「．エ＿　鎚　▼こいてなか－・1．！・ら、手l二

取一十㍗触れてみろ

コ　　　　　　　141　　　　J lコ†J

嶋
代
E
分

匪勺　　 ‘　 古；代　　 ‘ l ‘中生代‘l教生代

ンて　　　　　　　　 ／／／　．…∠
【－・・・l可・‥・r・・ト・・・lfボン鑑 輔艦　 l　ベルム鋸 …着艦1ジ】つ鑑l白曇鑑 徽三だl徽陣鰹

昆虫め竃化

締結；l　　吉　：　エ〝　■　　　　　　ノ　　　　　　　　｛l．2　　：　ご　i．嶋　　　　　▼　　　　　　徽■　　　　　　　　　八　　　　才l人　　工　　　　ム●　　′　　　後！き■　　tが　　●！

て‡：　lウ　◆　・　　　　tt　l　い－　　　　　■れ　　　◆　　　　・車軸　ノ　・　　　　め■　！　．ヽ　　　　　■れ　　1　　　　　　　　▼■　√■　●もlニ雷◆与　　　　　　　　　　 後

●■11
■坤q■■
●佃机l▼川棚代 l～↑軸ゾ叫代 嶋咄輸す棚It 嶋組側中…・1

●■爪
■け七■■
机“……ト個日脚榊捕…川嶋－ン“鴨一相可　　　 櫓rl柵哺代　　　 1　車川鶉叫代

薯
と食後のようす

棺粗 i ii；目　貫…　要　害
昌！　3　3　！　：鴨島　　嶋　　　…
ト銅き

∬　重　き
●　れ　　　　●　　　●．日l　　　　　　■●　　　　　　　　　色表や暮しわ書℡●ll●qHl丘虫の化も一I大飯巾立白鳥全車輸℡●別後車教●l tdt
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れJlリ　　　　　　　　　　　　　　　　　l’l　ケ・i三　三　枚　音　　　　　　　　　　　　　　　J：●：ご年1．†！

数式呼l恥二よ1て杜力Lン一二ンγでは豆は乙二十

ゾ川上I巧い身体ゾ；ある日分を史は右上考え⊥　＿　三

．ト、何か鮮盲．七二十をノノーこ1．ろ・広・牛もシい＿　そ

んな二J・l二ガを使ナ：イl二、を毒〉r：．1ラノウ＿1∵てい

るかJ一い－1．↓■・mJ一Ⅳて頭鱒∴一．・■・．t　‥上を宜jtエ！；り

ニ・ヒ’．r‘l二追求∴∴‾は二．い　千丁かをノノーンi1万沃

もないナ41でiltいか上

皇ノー・、呼蝿J；・基本ilLをJl言－1り：仁をJl．ききn

u主’津、ゝ二〔！．か目上Itエ＿　うまく呵叫抽臣ItないlH1、三

碩気の坤、jj濃キヨまr

丁．仁，を吐いてみろ省も・∵付目∴信二

怒号まで一二、隼首か．宣r耕子l唯ダ上野L二．lt重∴ていろ

，Ilは、呼l恥二⊥√り互を鹿－ら壬や、細り！工：窮？窮；

北惟様套拉冊〔－　をli「こ，lり二　二二ではこういう呼映

法もあそ・れ■つ一軒ィ、i－乙！；Hlニューさノれて3日が＿

掛恥二、華者tr．－1二！書！・I乙．◆い「iI甘心一二臣う濱餌

二．蚊上里正視式呼明し　守臣甘拉呼I町－　を中心l二兎叶∴

十∴読者豆売出怒号l二㌢7用けい．▲◆：

呼気の鴫．Jj濃のヨカキもとに畏r
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平成〃年度　奈良実習詞叫用扶溝

書ヽふと111■l℡・用l■も　　　事l，叶l璃曾Ilt
lり　q l．　H

細▼・↑舗¶　舞後d嶋

＼二■車軸：・：蠣凛址　rt什qlけ●細穏

rlII輸曹　　　　　　　　　●

t

4．．は　l U h　　　だノ　ブ．・・t・川●

1u Il　　　鑓4日11

11　　　●i　　●∴i

■●　　　†璃・．† ●一敗　I IIJ　　　の1・嶋績．‘◆サイ1－1◆．－．．1－1

I義鵬壌対

l嶋竃，とせ．暑1

？梢輪舞叶膚軌

輸嘲 〓
一

ll納　I　　　　｛

穐雷　Il　　　：＊ G・▲　　ゲイ　′Ll・教場 ui．嶋l‘l尊む．11二

絶世貴需一　¶りl－1ll霹繊脾　　　　di　141　　ニ！1　　▲■・鶴I●　範嶋細へ・輸戸虻納r－l一椅

す車†朝型上堕二二°！＿
鼻腔細鶉　一巨・　▼　丁畿今●櫨t・＿　ト

l‾lろ叫　　tLr・た′し11．‾トl

¶　　…洲＝輸

Ilト’J：　　I H

l－ltlI　‘．　　　　　－

lさ　　　さ－＿・tトl．1ユ11

小島　　l　㌢l．Lll教職・Il椅・も●！上．lr

41J l ill　　　　　　11　　　こl．■　‾・ん

’l．これ　　I tll

liり叫　　I Ill l′

．廿l上t．　l lJJ lユ

∴rざ′t√轟．kT

二▼亘・トl。ll q

．ヽ　‾．j L t，ljll

PJ l　　　1ltl l t†111什着　払l▼’1線｝●

討▲17円

jll∴l J‾り　　　　　l　　　▼作り体車　輪●111

串捏⊥・　り・†小格表

l一上乙Illlヽ1’Il納輸車

後・，「・岸体

Ll4　　1　　　　1t．　　　　　・・　　　＿．・Il亡・iL t．りl．1

lll r！　　1　　　　　41

日．l．　I　　　　：：7

禽膚　　　　　　　　　　　ill Lざ　I lj

I。　　．七一＿jL l．12Il

I　　　　さ・．l Lll！q

r，　　　さ‾：jいt，llll

書も小嶋摩　　　　　　　　　　　　　1－　M 1　　　　火．　　　　　　　　　　　ヽ．1「t．ijll

i町’　ふけYhlt1人幼検車　　　　1rlごT I　　　’I

小Pefリ

製着せ繊細

．l’J≠　　l H

lL，1　　1

さ－　l L11211

f‾．rLl＿l！ll

J．－」H l　りIl

細」敗℡；＿　●・・t．・l∫le経ろ．rlJ　・、l　！．－1用　い

L三pl瑚†一寸杵ri鯵でよ　　　　　　　　　l・，†11
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ヽllll放しIユJlゾIl

†・ll

t嶋　　や工嶋♯筆・L接着

下ウ　　イ一一で輸4日」■轟

l＿　－iIl　’　　　　ll・

1：†　・●－　ざ義dl▼1●■l－1日事

山▲錐　．l‾与I1．．教場九二t無量

舎J† ごl与1

平成22年度　貞吉野宴営林窄泊廃せ薔利用水洗

Lrl ll　　　雪上　　　　　　　　　　＝男職印　　Ilh　　・、m　　’H・　　　　　鳴石

ユ：瑚J．〃嶋　1こ¶■丑I廿．．・轟与・嶋J∵1－1∴ll T，ユーl T上h　　」　　　こ6　　　▼H

項．ル（緻ItJJ「－・山．．．1仕私腋鴫根来・叶
い鞍★；l疇

1トIl　▼　1トl了　　’．　　　二！l　　　！刃

惟●・‾rガ　　仲間ノりl T’川　一　．：l S　　　’ll

Il＿沃I HJII H H I　　　　に

・ヰi l，：叶吐

llJ■　AO：仕

鍛’土樽Mlfl岬．し▼・ト▼一輝II糖何1　　　H，Lli　－　H▼こ！l l H　　11J　●J穐惟

碕耳で†一二　　員軒鋒竜骨 1°Jh　一一　ごl！l　’．　　11　　I．　Fお檜rl．’！’村

▲丁●醇化ネ　　　　　　　　　1日●‾－lllごI，三．　¶　1Jl

Lりt暮すY t L二　一1．1　ニl　　　リ　　　．．

ヤ．て1・h

‘rtl一三蔦　　▼、．′甥日野」キ11＿二二　　　　　　　　　　　　H．∴1－　H　弓　．1　　．111　　ヰご　搬叶・叩

き三”いIT峰　　　　　　　　　　　　　　　　llJJ　一　札一間　　　　　　　∴1　　　八　一音thl

†丁嶋qlt　　　▲Tl嶋－；l′枠ン象れ：い▼！　　　　　　　　T∴‖　－　H　　　　り　　　川　　　り】l叫法敵

也1，ノ′耳i‾j　◆；日．：ノ′I、‾′R　轟鉾¶明日再声環七

：，けt・宅州・わ白むJ tJr　掃いt鴨

，、lh嶋騰轟¶γ・事i

みユ嶋●’r｛坪身一耳手持

丁，！！l一　丁∴・り　　り　　　　題　　　I　械鴨l●▲持徽

ヽこ．一一　M・．・　　1　　．．－　　I・41町外，，〃

ト」l　一一　Hl　　　り　　　11　　こ：1ヂ日和再ノイ】照龍憺

打．リ・H，1Jl　　．1　　1　　11　円輯mI櫓

・わ白鍵よ★叩飯笥′梗　＊nI HL：ll　－　t；lII　’．　　1　　　　　膚鴨l輸群

仙℡↓二iム・1．…′－…用題哩農三・二　　7・一丁→一丁Ih　り　こし・出品二一l′り‾一丁‾一仙
嶋融上坤

h‾鱒㍉1両新一曹　　　　　　　　　　　　　　11リ

n鰻－■1市㌢l曹　　　　　　　　　　　　　　lこ．5

‖扁J‖lト緻

・．「　　：i…　LH㍉罪繍

抽　－　t川　　ご－●　　　　　叶一　隻り

lI筆：

叫◆欄HnJ」　麒i●1叫
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ごl’＿：1：一：二二．i．り

責撞物資の積みユみ

有れ輿で．i、亨では9．l．．1ら：lに、年上初旬に愛斗∴．′‥台．替、日昌、二ころ†二鞍完黙等て遺譜を余儀なくき　し・

実ヤ錬れ元釜仕尺へ出土頭骨　一組ン〔て、トラノク？f工予の土岐均虻目上仁陳IIJ．U単打l二あそ．避詐確戊、二辻り

．1！昌†ま’－＿．↑・．こ〆．座辛士剰雨粒璃要一．さ．、叛宅．t．避l計！・重　長；ておらrLこ七鳩目」・こゾ．：上々l二少：．てtj三上，二

十－Jような二J一かてき七、1かJ一た性tL．ネ、塔．上目一打該し＿．1・さ・二′：∴夫魂’＿＿．仁一もれて∴↑・

．IHUJて上れ！・眉駁Il職点汀1．線潮目恒年駁．さ－い▼二で11敦脚でお苦等げえ益恥．，酢；こi－こ・も・否でもI．；れ′・l．・

一つも㍉I！こ廿菅生膏を取りII：・；．！・〆ニー津　や融All．′・．・IJ・嶋す．！・良川も．止ヤrl二7工∴．ていイ・．・◆：い．！・妾が骨

組持てし・

現ノLもl・く1填て11先」：わ施薬．トふ二ころ吾互巨．洩；二打‘二さ1°．て、・‥・r、逮脊・重　疑いてい三．＿．トlノ’

てuノ施し逓譜酪†：か÷・お睾聖にHでさこ叔－∴臼玉してルくトぶて1．1

お知らせ

叶1J十台撚、1鵠∴ころ：砂先若　ニI．、車台亨チ：二ま背味J圧繍触銘品拙軸勘霊二して、・まぐL

縞集裡孟己

今立二・・°ま：？川二吃i⊥ム11il二し嘉と午て∴ノ・1つ1∴！；t：1本大束完が重－・ナて∴Il‘∴きノし．；庄実地♂柁劃▲こり

てなく、子Jノも漣でそれをI⊥？：乙プ上り〆．1枚Ilを含めてJlノンダルナI．り・・電柱を昨年ゾ．鼠l二il左精工てくれ

てい三㌧．†・．．二かし、q．H，二上匿・’JJ・石船．1㌢ijl二⊥11‾魁沖下鳥り、さと紋二l托破り．大字圭言㌣実平作

い線，竣：I：七飯：．トを受りま二．・．・その敬二l行そ〆埠のl‖l左祇i王　も封二軋級工、⊥泌二鴫∴十い十いう隻1．いか

し、廿一生を生宅お目’こJ・にな一二まし．†・．＿　それ．†・わに什l野軒達し、1lfrさ！＿に日中二人なか・－∴・一思いま～二

1三習作の蛙ご！ニダニ？l：日経∵日．．の畔上での現八接牛を如級し三二‥・′・ノトに七十て考え！．十、細工に鞋吉軒＿I：

ヤ林か辛LでrJノも逐一二多：：：げ．：ltのをt，！・JlLてさ！・か聖．、・11㌦．きたまし1・1そ！．．七三．いを伊藤7人．が織っ

て・り’．て’．4寸∵？斗＿r・ノ　達．ゲ；了でt（∴　多目畑・、ノ1－が隼〕謹チ1膏妹分五一二譲オー・．て・二㌢．て、・まし．・′・

昨年仕∴売・′、ノカーを7二組；二：二王三省株で自生級鯨ユ：‾「ノ∵→1上汁塵∵．丁、・まし．′・が、それい11分・笑．蛙はしです

17号から・1タ一一トし．′・制当シl．’→イ止再娘を通子密∴、気I　までさま’＿∵・＿　尋こげ．）森畑紅か汀．r’ノチ㌧′丁

をお甘■丁トきい．ま．！・、本吉打実習作で実施して与だl鞄予ネ1・ン’プ　b；＿∴1ら目上．ゾ亀を梱りて’：仁識二

七；け∴ヱttt、lようてぐ．．軋椀地かあ●‾∴まし．－・ら、ご村有㍉き、・ィ．ようjj孤、・l、・・．〔・’＿＿まi’1　．q告存」
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